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 近年,人と対話ができる音声対話エージェント(CG エージェント,ロボット)が普及している[1].その

ため,人と音声対話エージェントとのインタラクション向上を図ることは重要であると考えられる.ま

た,共感することで他人の経験に興味を持ち,話を聞こうとするため,人間同士のインタラクションが向

上すると考えられる[2].これらのことから,音声対話エージェントも共感行動を示すことは重要である

と考える.また,共感を示すということは,すなわち傾聴感が重要であると考える. 

 本研究では,人と人が対話をしていて共感する時に行う言語行動や非言語行動を音声対話エージェン

トに実装し,CG エージェントとロボットでの実体性の違いや,人間がそれぞれ持っている共感能力によ

って,傾聴感が高まる共感行動が異なるのかを印象評価実験により検証する.関連研究[3]では,実体性が

高いロボットとエージェントでは,ロボットの方が,性格特性が認知されやすかった.このことから,同じ

共感行動を示しても,CG エージェントよりロボットの方が傾聴していると認識させることができると仮

説を立てた.実験参加者は日本人大学生 20 名で,実験を行う前に日本語版対人反応性指標[4]に回答して

もらい,被験者を共感能力の高群と低群に分類した. 

我々の先行研究では,日常会話における浅い共感行動の洗い出しを行った研究がある[5].分析の結果,

洗い出された行動の中から音声対話エージェントに実装可能な,「そう」と発話をする,相手を見る,うな

ずきを行う,微笑むの4種類を音声対話エージェントに実装した.共感行動条件は,上記に示した4つの行

動条件に加え,対話中何の反応も示さない統制条件,上記の行動を全て表出する全条件の 6 種類である.

実験では用意した 6 種類のシナリオを基に,音声対話エージェントと計 12 回対話をしてもらう.また,各

対話後には,印象評価アンケートに回答してもらう.アンケート回答に対し,共感能力要因 2 水準,実体性

要因 2水準,共感行動要因 6水準で,3 要因分散分析を行った. 

分析の結果,共感能力要因で傾聴感の有意差は見られなかった.音声対話エージェントとの対話におい

て,共感能力は傾聴感に対する評価に影響を与えないと考えられる.また,実体性要因においても傾聴感

の有意差は見られなかった.よって,仮説は支持されなかった.CG エージェントとロボットでは,どちら

も傾聴感に対して同等の効果があり,実体性によって傾聴感の評価は変わるものではないと考えられる.

また,CG エージェントの対話では,「うなずき≒表情>発話」の順に高い傾向があり,ロボットとの対話で

は,「表情≒うなずき>視線」の順に高い傾向があった.よって,CG エージェントやロボットとの対話では,

うなずきや表情を表出すると傾聴感が高くなるのではないかと考えられる. 

全条件を除く,他の条件は傾聴感の評価が 4(中央値)を満たしていなかった.今後の展望として,日常

会話における共感行動を 4 条件以外にも抽出する必要がある.また,本研究で実験に用いた音声対話エー

ジェントは,腕などの自由度が高くなかったため,表出する行動が限られていた.今後は,自由度の高い音

声対話エージェントに変更し実験を行う必要がある. 
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